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現される．  1．はじめに  

従来の規模の収穫に関する議論は生産性をベ  

ースにしたものであった．本研究では規模の経済  

性の概念を用いることにより，コストベースにお  

ける規模の収穫についての議論を試みる．  

WYk＋OIL－02U  

－VXj＋WYj＋Ol－O2≦0，j＝1・…，n，  

V≦Pk，  

V≧0，W≧0，01≧0，02≧0・  

（2）  

ここで，  

V：（1）式の最初の制約式に関する双  

対変数ベクトル，  

W：（1）式の2番目の制約式に関する  

双対変数ベクトル，  

01，02：（1）式の3番目の制約式に関する  

双対変数，  

である．  

（1），（2）式より得られる最適目的関数値は  

DMUkに対する最小コスト（C芸）を表わ  

しており，DMUkの実測コスト（Ck）と比  

較することによってコスト基準の効率性  

を求めることができる．  

2．コストベースのDEA   

本研究のコスト効率分析で扱うコストベース  

のDEAモデルは次のように定式化される．  

Min PkX  

n  

S・l・－∑Ⅹj入j・Ⅹ≧0，  
j…1   

皇Yj入j ≧Yk，  
jゴ1  

n  

L≦∑入j≦U，  
j＝1  

Ⅹ≧0，入j≧0・  

（1）  

ここで，  

Pk  
コスト効率性；産；毘星  

Ck PkXk  
（3）  対象車業体（DMUk）の入力価格  

ベクトル，  

入力量に関する変数ベクトル，  Ⅹ  

Xj，Yj：各DMUの入力ベクトル，出力ベ  

クトル，   

入j：各データをつなげconvexballを  

3・規模の経済性碑）   
規模の経済性（E）は，生産量の拡大によって  

平均費用が低下する現象をいうが，以下の比率に  

よって定義される．  形成するための変数ベクトル，  

DMUkの出力ベクトル  Yk  

である．   

さらに（1）式の双対モデルは以下のように表  
（4）  

£＝AC／MC．   

－130－   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



（a）0＜∈＜1，Of＞0 →1RTS（DSEk＞1），  

（b）∈＝1，O；＝Oち＝0→CRTS（DSEk＝1），（9）  

（C）∈＜0，0；＞0   →DRrIS（DSEk＜1）・  

ここで，ACは平均費用，MCは限界費用を表  

わしている．  

（1），（2）式の最適解より，DMUkに対する最  

小コスト（C這）は，  

c芸＝W＊Yk＋O；L－G芸U，  （5）  5．退化のある場合の規模の収穫   

本研究では退化のある場合（最適解がユニーク  

に定まらないとき）の規模の収穫を求めるアプ  

ローチとして，以下のモデルを考えている．  

という関係が導かれる．最適解がユニークに決ま  

る（退化しない）ならば，（5）式より点  

（Ck，≠）における支持超平面は，  

Max／Min oIL－O2U  

S・t・   －VXj＋WYj＋Ol－O2≦0，j＝1，・・・，n，  

V≦Pk，  （10）  

＊      WYk＝Ck，  

V≧0，W≧0，01≧0，02≧0・  

c＝W＊Y＋O；L－O芸U，  
（6）  

で表わされる．  

（5），（6）式より多出力における規模の経済性  

（DSEk）は以下のように表現できる．  

このモデルは（2）式がベースとなっており，∈の  

上限は（10）式の目的関数を最大化することで得  

られ，∈の下限は（10）式の目的関数を最小化す  

ることで得られる．これにより規模の経済性  

（DSEk）が求まり，最終的に規模の収穫（RTS）  

のレベルも定まることになる．  

DSEk＝1／（1－∈）・  
（7）  

ただし，∈＝（0；L－0；u）／c這．（∈≦1）．   

4・働ale）   
規模の経済性（£）と規模の収穫（RTS）と  

の関係は以下のように表わすことができ  

る．  
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最適解がユニークに決まるならば，多出力にお  

ける規模の経済性（DSEk）とDMUkのRTSと  

の関係は，（7）式より以下のように分類され  

る．  
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